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医の眼、
 歯科の眼

社
会
保
障
費
削
減
を
大
き
く
打
ち
出
す

自
然
増
毎
年
3
千
億
～
5
千
億
円

　

6
月
30
日
、安
倍
内
閣
は
経
済
財
政

運
営
の
基
本
方
針
を
示
し
た「
骨
太
の

方
針
」（
以
下「
方
針
」）と
と
も
に
、「
成

長
戦
略
」（
日
本
再
興
戦
略
）を
閣
議
決

定
し
ま
し
た
。方
針
は
、2
0
2
0
年

度
に
財
政
健
全
化
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
、「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。そ
の
た
め
、16

～
18
年
度
の
3
年
間
を「
集
中
改
革

期
間
」と
し
て
、社
会
保
障
費
の
自
然

増
を
1
兆
5
千
億
円
に
抑
制
す
る
こ

と
を
打
ち
出
し
、20
年
度
ま
で
、年
間

3
千
億
～
5
千
億
円
削
減
す
る
と
し

て
い
ま
す
。小
泉
内
閣
時
代
に
実
施
さ

れ
た「
自
然
増
分
2
2
0
0
億
円
削
減

（
年
間
）」を
大
き
く
上
回
り
ま
す
。

　

削
減
の
具
体
策
と
し
て
、方
針
に
は

社
会
保
障「
改
革
」の
検
討
事
項
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま

す
。医
療
で
は
、

75
歳
以
上
の
患

者
負
担
引
き
上

げ
、外
来
受
診

の
抑
制
、医
療

費
の
高
い
都
道

府
県
の
診
療
報

酬
を
引
き
下
げ

る
な
ど
が
、介

護
で
は
、利
用
者
負
担
の
引
き
上
げ
、

介
護
費
の
高
い
市
町
村
の
保
険
料
引

き
上
げ
な
ど
、自
己
負
担
増
と
給
付
費

の
削
減
が
並
び
ま
す
。そ
の
他
、年
金

で
は
、高
所
得
者
の
年
金
削
減
な
ど
が

検
討
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
社
会
保
障
の
た
め
」と
、

2
0
1
4
年
4
月
に
5
％
か
ら
8
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
消
費
税
に
つ
い

て
、10
％
へ
の
引
き
上
げ
は
、「
経
済
環

境
と
整
え
て
17
年
4
月
に
円
滑
に
実

施
す
る
」と
し
ま
し
た
。

　

新
成
長
戦
略
に
は
、「
16
年
度
に
法

人
税
の
引
き
下
げ
幅
の
さ
ら
な
る
上

乗
せ
を
は
か
る
」と
の
方
針
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。大
企
業
に
は
大
減
税

を
実
施
し
、国
民
に
は
負
担
増
と
増
税

を
押
し
付
け
る
方
針
は
到
底
容
認
で

き
ま
せ
ん
。

を
代
表
し
て
、協
会
監
事
の
中
本
康

雄
先
生
が
、「
国
民
皆
保
険
を
守
る
た

め
、協
会
活
動
の
意
義
が
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
。引
き
続
き
頑
張
ろ

う
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
が
5
月

2
日
に
発
表
し
た
4
月

の
毎
月
勤
労
統
計
調
査

（
速
報
、従
業
員
5
人
以

上
の
事
業
所
）に
よ
る

と
、1
人
あ
た
り
の
給

与
を
合
計
し
た
現
金
給

与
総
額（
名
目
賃
金
）は
前
年
同
月
比

0
・
9
％
増
の
27
万
4
5
7
7
円
と
な

り
、2
カ
月
ぶ
り
に
増
え
た
。今
春
闘

で
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ（
ベ
ア
）が
反
映

さ
れ
、名
目
賃
金
が
増
え
た
こ
と
に
な

る
。今
春
闘
で
大
手
企
業
を
中
心
と
し

て
ベ
ア
が
相
次
い
だ
こ
と
に
よ
る
。賞

与
な
ど
を
含
む
給
与
は
の
び
て
い
る

が
、し
か
し
、残
業
代
な
ど
の
所
定
外

給
与
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。実
質
賃

金
は
こ
の
2
年
間
、大
手
企
業
で
も
、

ず
っ
と
前
年
割
れ
を
し
て
い
た（
2
―

4
％
の
大
幅
減
）。

　

賃
上
げ
は
大
企
業
が
中
心
で
、中
小

企
業
の
社
員
や
非
正
規
労
働
者
の「
賃

上
げ
な
し
」も
多
く
、買
い
控
え
は
続

く
と
報
じ
て
い
る
。円
安
に
よ
る
日
用

品
な
ど
の
値
上
げ
も
重
く
の
し
か
か

り
、消
費
拡
大
の
道
筋
は
見
え
な
い
こ

と
も
同
時
に
報
じ
た
。つ
ま
り
、我
が

国
の
実
質
所
得
は
減
っ
て
い
る
。

　

4
月
の
2
人
以
上
世
帯
の
家
計
調

査
で
、1
世
帯
当
た
り
の
消
費
支
出

は
、実
質
で
前
年
同
月
比
1
・
3
％
減

と
13
カ
月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
。中
小
企

業
の
社
員
や
非
正
規
労
働
者
を
中
心

に
、賃
上
げ
が
な
か
っ
た
り
、物
価
上

昇
に
追
い
つ
い
て
い
な
か
っ
た
り
す

る
人
は
多
い
。雇
用
が
不
安
定
な
非
正

規
労
働
者
の
悩
み
は
さ
ら
に
深
い
。消

費
低
迷
に
つ
い
て
は
、円
安
に
よ
る
輸

入
品
の
値
上
げ
ば
か
り
で
な
く
、社
会

保
障
の
退
行
傾
向
や
将
来
の
所
得
不

安
で
、家
計
は
消
費
よ
り
も
貯
蓄
に
向

か
っ
て
い
る
。

　

働
く
人
全
体
の
所
得
向
上
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。�

（
Ｏ
）

　
協
会
は
6
月
21
日（
日
）、第
39
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。総
会
で

は
、執
行
部
の
提
案
が
出
席
者
に
よ
り
全
て
承
認
さ
れ
、総
会
後
の
理
事
会
に

て
、長
谷
憲
氏
が
理
事
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、記
念
講
演「
報
道
さ
れ

な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
と
日
本
の
選
択
」に
は
、医
師
、歯
科
医
師
、市
民
な
ど

2
9
0
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。�

（
2
～
4
面
に
関
連
記
事
）

席
者
全
員
が
黙
と
う
を
行
い
、冥
福
を

祈
り
ま
し
た
。祝
電
紹
介
の
後
、村
田

裕
彦
氏（
広
島
市
安
佐
南
区
）を
議
長

に
選
出
。総
会
当
日
の
出
席
者（
17
人
）

と
会
員
か
ら
の
委
任
状（
5
4
9
人

分
）に
よ
り
、本
総
会
が
会
則
第
19
条

に
照
ら
し
、成
立
し
て
い
る
こ
と（
成

立
要
件
は
総
会
出
席
者
と
委
任
状
提

出
が
会
員
総
数
の
4
分
の
1
以
上
で

あ
る
こ
と
。総
会
当
日
の
会
員
数
は

1
7
3
8
人
で
、総
会
成
立
の
定
足
数

は
4
3
5
人
）が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
各
号
議
案
の
審
議
に
入

り
ま
し
た
。審
議
は
事
前
に
会
員
に
郵

送
し
た
議
案
書
を
中
心
に
行
わ
れ
、執

行
部
よ
り
提
案
さ
れ
た
第
1
号
議
案

か
ら
第
6
号
議
案
は
全
て
提
案
通
り
、

出
席
者
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
中
で
、保
険
者
に
よ
る
審
査

総
会
議
事

　

総
会
議
事
で
は
長
谷
憲
理
事
長
の

挨
拶
の
後
、物
故
会
員（
前
回
報
告
以

降
か
ら
総
会
当
日
ま
で
）に
対
し
て
出

声
明
・
特
別
決
議
を
採
択

　

第
6
号
議
案
と
し
て
、執
行
部
よ

り
声
明（
案
）「
患
者
・
住
民
と
と
も

に
、国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
取
り

組
み
に
全
力
を
尽
く
す
」、特
別
決

議（
案
）「『
立
憲
主
義
』を
無
視
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い『
憲
法
違
反
』の

安
全
保
障
関
連
法
案
は
、即
刻
審
議

を
停
止
し
、取
り
下
げ
を
」が
提
案
さ

れ
、出
席
者
に
よ
り
採
択
さ
れ
ま
し

た
。声
明
で
は「
医
療
保
険
制
度
改
革

関
連
法
の
施
行
を
凍
結
し
、廃
止
す

る
こ
と
」な
ど
、9
つ
の
事
項
の
実
現

に
向
け
、奮
闘
す
る
こ
と
を
表
明
し

て
い
ま
す
。

総
会
終
了
後
の
懇
親
会

　

総
会
終
了
後
、懇
親
会
を
行
い
、明

日
か
ら
の
医
療
活
動
、協
会
発
展
に

向
け
英
気
を
養
い
ま
し
た
。参
加
者

前
点
検
制
度
に
対
す
る
取
組
な
ど
審

査
、指
導
改
善
運
動
の
推
進
、医
療
情

勢
の
研
究
と
事
務
局
の
学
習
・
体
制
強

化
、子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
拡
充

な
ど
地
域
医
療
活
動
の
推
進
、組
織
拡

大
対
策
に
お
け
る
取
組
の
工
夫
な
ど
、

意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。執
行

部
よ
り
、「
審
査
、指
導
改
善
の
取
組
を

一
層
強
化
し
、組
織
拡
大
に
も
つ
な
げ

た
い
」、「
地
域
医
療
活
動
に
つ
い
て
、

他
団
体
や
住
民
と
の
連
携
を
は
か
り

つ
つ
諸
課
題
へ
の
旺
盛
な
活
動
へ
と

つ
な
げ
た
い
」な
ど
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

総
会
後
、第
20
期
第
1
回
理
事
会
を

開
催
。長
谷
憲
氏
が
理
事
長
再
任
と
な

り
、大
堂
敏
彦
氏
、数
野
博
氏
を
副
理

事
長
に
指
名
し
ま
し
た
。

総会議事の様子

2面

3面
4面

5面
6面

本号の主な内容

主張「ノーモアヒバクシャ訴訟の判決を真摯
に受け止めて　国は原爆症認定制度の抜
本的な改善を急げ」／定期総会関連
会員訪問／定期総会関連
6・4歯科国会内集会、要請行動／指導関
係資料の一部不開示問題
指導に関するよくある質問
原発よりも命の海を
雇用問題等Ｑ＆Ａ7面

広島県保険医協会は
特定秘密保護法に反
対します

新　役　員

理 事 長　長 谷    憲　広島市西区� 再 （外科）
副理事長  大 堂 敏 彦  広島市南区� 再 （歯科）
　　　　　数 野    博  福山市� 再 （外科）
理    事  青 木 克 明  広島市安佐南区� 再 （外科）
　　　　　磯 田 典 之  福山市� 再 （内科）
　　　　　上 田 喜 清  福山市� 再 （歯科）
　　　　　大 田 典 也  広島市西区� 再 （内科）
　　　　　小早川 秀雄  広島市安佐北区� 新 （歯科）
　　　　　白 川 泰 山  呉市� 再 （整形外科）
　　　　　中村 孝次郎  広島市安佐南区� 新 （歯科）
　　　　　長 西    靖  広島市佐伯区� 再 （耳鼻咽喉科）
　　　　　延 本 充 弘  広島市中区� 再 （歯科）
　　　　　古 屋 和 博  呉市� 再 （内科）
　　　　　松山 善次郎  福山市� 新 （内科）
監　　事　下 村 秀 雄  広島市安佐南区� 再 （外科）
　　　　　中 本 康 雄  広島市西区� 再 （外科）
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第39回定期総会開催
社会保障改悪計画を止めさせ、
拡充への転換を

政府、
骨太方針を
閣議決定

2
0
1
5
年
7
月
1
日
の
讀
賣
新
聞
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副
理
事
長　

大
堂　

敏
彦　

氏

皆
実
町
歯
科
院
長
（
広
島
市
南
区
）

診
療
科
目　

歯
科

出
身
校　

愛
知
学
院
大
学

協
会
活
動
の
主
な
履
歴

理
事（
2
0
1
3
年
6
月
～
2
0
1
5

年
6
月
）

歯
科
幹
事
（
1
9
9
5
年
12
月
～
）

診
療
科
目　

小
児
歯
科

出
身
校　

松
本
歯
科
大
学

協
会
活
動
の
主
な
履
歴

理
事（
1
9
8
8
年
12
月
～
1
9
9
4

年
12
月
）

歯
科
幹
事（
1
9
8
6
年
2
月
～
）

理
事　

中
村　

孝
次
郎　

氏

中
村
歯
科
医
院
院
長（
広
島
市
安
佐
南
区
）

診
療
科
目　

歯
科

出
身
校　

広
島
大
学

協
会
活
動
の
主
な
履
歴

歯
科
幹
事（
2
0
0
2
年
4
月
～
）

歯
科
社
保
対
策
部
員（
2
0
0
2
年

4
月
～
）

理
事　

松
山　

善
次
郎　

氏

松
山
内
科
院
長
（
福
山
市
）

診
療
科
目　

神
経
内
科

出
身
校　

新
潟
大
学

理
事　

小
早
川　

秀
雄　

氏

小
早
川
歯
科
医
院
院
長（
広
島
市
安
佐
北
区
）

　

今
回
の
総
会
に
て
、新
た
な
役
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。総
会
後
、第
20
期

第
1
回
の
理
事
会
を
開
き
、再
度
理
事

長
と
い
う
大
役
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。会
員
の
皆
さ
ん
の
先
頭
に

立
ち
、「
保
険
医
の
生
活
と
権
利
の
擁

護
」、「
国
民
医
療
の
向
上
」の
た
め
に
、

引
き
続
き
奮
闘
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
る
と
、安
倍

内
閣
の
暴
走
に
対
す
る
国
民
の
反
撃

の
高
ま
り
を
感
じ
た
1
年
で
し
た
。

　

安
倍
内
閣
は
国
会
の
多
数
議
席
を

背
に
、社
会
保
障
改
悪
、消
費
税
増
税

強
行
、集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認

の
閣
議
決
定
、特
定
秘
密
保
護
法
の

施
行
、原
発
の
再
稼
働
に
向
け
た
準

備
、沖
縄
・
辺
野
古
へ
の
米
軍
基
地
移

設
強
行
な
ど
進
め
て
き
ま
し
た
。こ

の
よ
う
な
政
治
に
対
し
、私
た
ち
は

黙
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。「
皆
保
険
制
度
を
守
れ
」「
国
の
責

任
で
社
会
保
障
の
拡
充
を
」、「
憲
法

9
を
守
れ
」と
声
を
上
げ
、そ
の
声
は

国
民
多
数
の
声
と
相
ま
っ
て
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
、安
倍
内
閣
は
日
本
を
戦
争
が

で
き
る
国
に
し
よ
う
と
安
全
保
障
関

連
法
案
を
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

「
平
和
憲
法
守
れ
」の
声
を
さ
ら
に
大

き
く
し
、法
案
の
廃
案
を
目
指
し
、頑

張
り
ぬ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

講演会の様子（枠内は講師の堤氏）

　原爆症集団訴訟での全面敗訴を受
けて、国は3．5ｋｍ以内での被爆、100
時間以内に爆心2ｋｍ以内に入市した
もの、その後1週間程度滞在したものにつ
いては積極的に認定する事とした。
　2008－2010年度には白内障で治療中の
1，828人が申請したが認定されたのは3．
5％の65人に過ぎず、従来の審査での認定
率3．2％と変らなかった。
　集団訴訟の司法判断では白内障原告の
86％が勝訴していた事と大きくかけ離れ
ていた。
　被爆者代表である原告の認定を通じ
て、国に制度を変更させることを目的に
2009年の大阪を先駆けとして7か所で116
人の原告によってノーモアヒバクシャ
訴訟がたたかわれている。申請疾患の内
訳は、心筋梗塞28％、甲状腺機能低下症
25％、悪性疾患20％、白内障7％、肝臓病
5％、脳血管障害4％、運動機能障害2％な
どである。
　5月20日に広島地裁は白内障のみの原
告4人に勝訴2人、敗訴2人という判決を出
した。これで勝訴は30人、敗訴は8人とな
り勝訴率は79％である。
　判決では、新しい審査の方針は、被爆線
量が過小評価となっている疑いがあるか
ら一応の目安にとどまるとした上で、被
爆距離が2．4ｋｍの原告についても放射
線起因性を認めた。また点眼薬による効
果を見ながら手術の時期を検討していた
場合も要医療性があるとした。原爆症の
なかでは一番厳しい白内障の認定改善へ
向けて一歩前進したといえる。
　現在、放射線白内障として認定される
のは、爆心1．5ｋｍ（500ミリシーベルトの
被曝）以内の被爆で、後嚢下に発症してお
り、買い物ができないなどの生活機能の
低下があり、他に発症の危険因子がなく、
近日中に手術を予定している場合に限ら
れている。
　2014年度の疾患別の認定率は腫瘍
78％、造血機能障害65％、心筋梗塞61％、
甲状腺機能低下症48％、肝臓病52％、白内
障12％、その他3％となっている。白内障

は認定16件、却下117件であり、2008－
2010年度の年間平均と比較すると、申
請件数は22％に、認定数は72％に減っ

ている。認定率が上がったのは1．5ｋｍ以
内という高いハードルが明示されたこと
で、申請者が激減したためである。
　「原爆放射線の人体影響　改訂第2版」
には白内障について、「放射線により、水
晶体上皮細胞が傷害され、水晶体線維が
変性し、後嚢下白内障が生じる。若年時の
被爆により遅発性の白内障や早発性の加
齢性白内障が生じるという報告もある。
被爆後比較的早期に出現するいわゆる放
射線白内障は閾値の存在する確定的影響
の可能性があると考えられているが、長
期にわたる影響は閾値がないか、あって
も従来考えられていたものより低い線量
である可能性が示された。加齢による白
内障では混濁するのは水晶体の核、水晶
体皮質、水晶体後嚢に接した部分で、これ
らすべてが認められる場合があり、白内
障の写真で近距離被爆者と加齢によるも
のと、ステロイド薬投与に伴うものを鑑
別することは不可能である。」との記載が
ある。
　厚労省の決めた1．5ｋｍ（500ミリシー
ベルトの被曝）という線引きはこうした
科学的知見を無視している。白内障は年
齢とともに増え、70歳代で84－97％、80歳
以上では100％に見られるから、被爆者の
白内障を原爆症に認定したら予算がいく
らあっても足りないとの立場から、医療
特別手当の予算枠を守ろうとしているか
らに外ならない。
　日本被団協ではすべての被爆者に健康
管理手当相当額の被爆者手当を支給し、
障害ある場合は程度に応じて3段階の加
算をするという適切な提案している。
　国は敗訴しない限り被爆者援護制度を
変えようとしないが、高齢の被爆者に訴
訟を続けさせるのは酷である。司法判断
を真摯に受け止めて被爆者が納得のいく
認定制度の抜本的な改善に早期に着手す
るべきである。

主　 張

国
は
原
爆
症
認
定
制
度
の
抜
本
的
な
改
善
を
急
げ

ノ
ー
モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ
訴
訟
の
判
決
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
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新
選
出
役
員
の
横
顔

国
民
皆
保
険
の
価
値
を
知
り
、守
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事堤未

果
氏
招
き
、記
念
講
演

　

総
会
に
先
立
ち
、国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
堤
未
果
氏
を
講
師
に
、記
念
講

演「
報
道
さ
れ
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実

と
日
本
の
選
択
」を
開
催
。医
師
、歯
科

医
師
、市
民
な
ど
2
9
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

堤
氏
は
、1
9
8
0
年
代
か
ら
の
規

制
緩
和
に
よ
り
企
業
の
寡
占
化
が
進

み
、医
療
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
も
の
が

商
品
化
さ
れ
て
き
た
米
国
の
現
状
を

報
告
し
ま
し
た
。「
医
療
費
は
世
界
1

位
、質
は
最
低
。年
間
90
万
人
が
医
療

破
産
し
て
い
る
。ま
た
、医
師
の
自
殺

率
は
世
界
1
位
。患
者
本
位
の
医
療
で

な
く
、保
険
会
社
が
認
め
る
医
療
し
か

提
供
で
き
ず
、山
の
よ
う
な
書
類
提
出

を
求
め
ら
れ
る
た
め
だ
。こ
れ
が
米
国

医
療
の
実
態
だ
が
、日
本
で
は
ほ
と
ん

ど
報
道
さ
れ
な
い
」

　

ま
た
、日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度
に

触
れ
、「
国
民
皆
保
険
を
解
体
せ
よ
と

米
国
は
中
曽
根
政
権
時
代
か
ら
絶
え

ず
日
本
政
府
に
圧
力
を
か
け
て
き
た
。

一
方
で
、日
本
の
内
側
か
ら
も
米
国
と

同
じ
利
権
を
望
む
勢
力
が
、私
た
ち
の

知
ら
な
い
う
ち
に「
国
家
戦
略
特
区
」

や「
患
者
申
出
療
養
制
度
」な
ど
の
形

で
日
本
の
医
療
を
外
資
に
差
し
出
そ

う
と
し
て
い
る
事
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
指
摘
。経
済
財
政
諮

問
会
議
で
政
策
を
練
り
、そ
れ
を「
閣

議
決
定
」し
法
制
化
し
て
い
く
ヒ
ッ
ト

ラ
ー
式
の
手
法
、国
民
の
無
関
心
、数

字
デ
ー
タ（
政
府
と
マ
ス
コ
ミ
が
声
高

に
言
う
、国
の
借
金
約
1
0
0
0
兆
円

は
実
は
印
象
操
作
で
あ
る
事
な
ど
）の

ト
リ
ッ
ク
と
い
う「
3
つ
の
ス
キ
」を

示
し
、選
挙
で
選
ば
れ
た
わ
け
で
も
な

い
民
間
議
員
に
日
本
を
売
る
よ
う
な

制
度
改
革
を
さ
せ
な
い
事
、数
字
に
ご

ま
か
さ
れ
な
い
こ
と
、何
よ
り
も
無
知

は
弱
さ
に
な
る
た
め
、私
た
ち
1
人
1

人
が
国
民
皆
保
険
の
価
値
を
知
り
、伝

え
て
ゆ
く
事
が
重
要
だ
と
主
張
。「
ぼ

ん
や
り
し
て
い
る
と
簡
単
に
奪
わ
れ

て
し
ま
う
。米
国
の
医
師
た
ち
も
医
療

を
取
り
戻
そ
う
と
次
々
に
立
ち
上
が

り
始
め
て
い
る
。日
本
に
は
世
界
が
羨

む「
お
た
が
い
さ
ま
」の
精
神
と
憲
法

25
条
を
礎
に
し
た
国
民
皆
保
険
制
度

が
あ
る
。今
こ
そ
力
を
合
わ
せ
て
こ
の

宝
物
を
守
り
ま
し
ょ
う
。私
達
の
国
が

輸
出
す
べ
き
な
の
は
、原
発
よ
り
も
幸

せ
な
高
齢
化
社
会
モ
デ
ル
の
筈
」と
訴

え
ま
し
た
。

国民多数と力を合
わせ、安倍内閣の
暴走を止めよう

理事長　長谷　憲
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て
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

小
児
科
医
不
足
か
ら
勤
務
医
の
労

働
環
境
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
環
境
を
整
備
し
な
け
れ
ば
、
若
い

ド
ク
タ
ー
の
志
願
者
は
増
え
ま
せ

ん
。
総
合
的
な
医
療
施
設
を
設
立
し

た
と
こ
ろ
で
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
で

は
機
能
し
な
い
で
し
ょ
う
。
広
島
で

は
、5
つ
の
病
院
（
広
島
大
学
病
院
、

県
立
広
島
病
院
、
広
島
市
民
病
院
、

舟
入
市
民
病
院
、
広
島
赤
十
字
・
原

爆
病
院
）
が
協
力
し
て
医
師
不
足
を

補
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
現
場

の
医
師
た
ち
が
知
恵
を
絞
っ
て
、
な

ん
と
か
現
場
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

県
や
市
は
予
算
不
足
を
理
由
に
こ

ど
も
病
院
設
立
に
は
消
極
的
で
す
。

確
か
に
こ
ど
も
病
院
の
設
立
に
は
、

検
査
機
器
の
導
入
、
人
件
費
等
、
多

額
の
資
金
が
必
要
で
す
。
京
都
府
立

医
科
大
学
や
自
治
医
科
大
学
の
よ
う

に
大
学
病
院
の
敷
地
内
に
併
設
し
、

大
人
用
の
機
器
を
共
用
す
る
な
ど
、

経
費
を
抑
え
る
方
法
も
検
討
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
何
よ
り
学
識
豊
富

な
内
科
医
、
外
科
医
が
身
近
に
い
る

環
境
で
、
患
者
さ
ん
が
治
療
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
や
、
専
門
的
な
知
識
を

も
っ
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
か
ら
精
神
的

な
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
と

に
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
成
人
に
達

し
た
術
後
の
先
天
性
心
疾
患
、
い
わ

ゆ
る
「
成
人
先
天
性
心
疾
患
」
の
患

者
さ
ん
の
診
療
に
は
こ
う
し
た
こ
と

が
必
要
で
す
。

―
日
常
の
診
療
で
心
が
け
て
お
ら
れ

る
こ
と
は

　

小
児
循
環
器
診
療
に
携
わ
っ
て
き

た
経
験
上
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
リ
ス

ク
を
患
者
さ
ん
に
し
っ
か
り
説
明

し
、
納
得
し
て
も
ら
わ
な
い
限
り
治

療
を
進
め
ま
せ
ん
。
当
た
り
前
の
こ

と
に
思
え
ま
す
が
、実
践
す
る
に
は
、

小
児
科
医
と
し
て
の
高
い
見
識
、
能

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

診
療
所
で
は
、
心
臓
の
治
療
に
関

わ
る
時
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
予
防

接
種
の
説
明
で
あ
っ
て
も
「
懇
切
丁

寧
に
」
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
時
間

を
か
け
て
、
た
と
え
低
確
率
で
あ
っ

て
も
リ
ス
ク
は
必
ず
説
明
し
ま
す
。

説
明
用
の
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
予
防

接
種
毎
に
、
だ
い
た
い
5
分
以
上
か

け
て
説
明
し
ま
す
。
1
人
1
人
の
診

療
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て
、
た
ま

に
お
母
さ
ん
の
頭
か
ら
角
が
見
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
医
院
に
は
、

私
の
診
療
方
針
に
納
得
し
た
患
者
さ

ん
が
来
院
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

―
最
後
に
、
患
者
さ
ん
と
の
交
流
で

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か

　

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ

ん
が
成
長
し
て
医
師
に
な
っ
て
く
れ

た
こ
と
で
す
。
医
学
部
に
通
っ
て
い

る
子
が
2
人
、
実
際
に
医
師
と
し
て

勤
務
し
て
い
る
子
が
1
人
と
、
3
人

い
ま
す
。
看
護
師
、
薬
剤
師
、
理
学

療
法
士
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
勤
務
し
て
い
る
子
も
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
の
1
人
は
当
院
で
の
大
学
病

院
外
実
習
を
強
く
希
望
し
、
実
際
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
心
臓

手
術
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
で
す

が
、
そ
う
い
う
報
告
を
聞
く
と
、
自

分
が
関
わ
っ
て
き
た
な
か
で
（
彼
ら

に
感
銘
を
与
え
た
何
か
が
あ
っ
た
の

か
な
）
と
、
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま

す
。

（
注
）
1
8
8
8
年
，
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
フ
ァ

ロ
ー
が
初
め
て
報
告
し
た
，
最
も
頻
度
の
高

い
チ
ア
ノ
ー
ゼ
性
心
疾
患

―
小
児
循
環
器
科
を
専
門
と
し
て
豊

富
な
経
験
を
お
持
ち
で
す

　

広
島
大
学
付
属
病
院
小
児
科
に
入

局
後
、
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
、

広
島
大
学
大
学
院
、
島
根
医
科
大
学

な
ど
を
経
て
、
念
願
だ
っ
た
国
立
循

環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
で
勤
務

し
、診
療
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

　

足
掛
け
9
年
の
セ
ン
タ
ー
勤
務
で

し
た
が
、
心
臓
病
の
子
ど
も
た
ち
を

救
う
た
め
、
懸
命
な
日
々
を
過
ご
し

ま
し
た
。
当
時
は
心
臓
手
術
で
の
術

死
の
割
合
が
高
く
、
こ
の
現
状
を
何

と
か
し
た
い
と
強
く
考
え
て
お
り
、

そ
れ
は
手
術
の
腕
や
診
断
能
力
の
差

に
よ
り
生
じ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
し
た
。
一
日
も
早
く
小
児
循
環
器

医
と
し
て
の
診
断
能
力
を
磨
く
こ

と
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
技
術
の

向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構
）の
事
業
で
、心
臓
カ
テ
ー

テ
ル
技
術
を
指
導
す
る
た
め
、医
療

団
長
と
し
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
派

遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

現
地
は
イ
ン
フ
ラ
が
未
整
備
で
、停

電
は
日
常
茶
飯
事
。日
本
と
同
様
の

医
療
機
器
を
導
入
し
て
も
機
能
せ

ず
、非
常
時
は
人
力
で
機
械
を
動
か

す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。大
変
な
思

い
を
し
な
が
ら
の
診
療
で
し
た
が
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
1
例
目
と
な
る

フ
ァ
ロ
ー
四
徴
症（
注
）の
手
術
を
成

功
さ
せ
、そ
の
後
の
フ
ァ
ロ
ー
四
徴

症
も
2
例
を
元
気
に
退
院
さ
せ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
出
身
地
で
あ
る
広
島
に

戻
り
1
9
9
6
年
に
開
業
、
今
年
で

19
年
に
な
り
ま
す
。

―
地
域
の
小
児
周
産
期
医
療
に
つ
い

会員訪問42会員訪問42会員訪問42会員訪問42
岡畠　進　先生岡畠　進　先生岡畠　進　先生岡畠　進　先生
おかはた小児科
循環器科クリニック
（広島市南区）

おかはた小児科
循環器科クリニック
（広島市南区）

　

声 明

患者・住民とともに、国民皆保険制度を守る取り組みに全力を尽くす
　1961年の国民皆保険体制が発足してから50余年、今、最大の危機に晒されてい
る。政府は国の医療費を抑え、社会保障の市場化を図る「社会保障と税の一体改革」
を推し進めてきた。憲法第25条（生存権）の具現化という社会保障の理念を放棄し、
自己責任に変質させようとしている。この路線の下で、社会保障プログラム法、医
療・介護総合法の成立が強行され、既に病床削減計画や介護保険要支援者の訪問・
通所介護の給付外しなどが実施されている。
　5月27日には、さらなる大改悪となる医療保険制度改革関連法案が、自民・公明両
党、維新の党、次世代の党などの賛成多数により可決・成立した。入院時の食事代の
自己負担引き上げ、実質的な混合診療の解禁となる「患者申出療養」の創設など、負
担の増加によって国民生活に影響を与え、国民皆保険制度の根幹を揺るがす内容
となっている。徹底審議を求める声が相次いでいたにも関わらず、わずかな審議で
採決を強行したことは、国民の代表である国会軽視も甚だしい。
　負担増計画はこれにとどまるものではない。既に財務省からは、社会保障費の自
然増分すら削減し、受診時定額負担・保険免責制の導入や診療報酬・介護報酬マイ
ナス改定などで、医療費抑制策を強化していく案が示されている。
　「消費税増税は社会保障のため」と8％への引き上げを強行しておきながら、その
税収の大半は大企業への減税や軍事費に回されている。医療機関には消費税「損
税」が重くのしかかっており、このうえ実質10年連続となる診療報酬・介護報酬の
マイナス改定（薬価の枠外引き下げを加味）では、地域医療を支え続けることはよ
り一層困難となる。10％へのさらなる増税は、社会保障の充実に使われるものでは
なく、「社会保障と税の一体改革」の下で国民の自己負担が増えていくことにしか
ならないのである。
　厳しい情勢下、広島県保険医協会は、患者・住民とともに、安心して必要な医療が
受けられる国民皆保険制度を守り、次の事項の実現に向け、全力で奮闘していく。

一、�国の医療費削減計画を見直し、社会保障の理念に基づき、国の責任による社会
保障の拡充への転換をはかること

一、医療保険制度改革関連法の施行を凍結し、廃止すること
一、医療再生につながる診療報酬の引き上げと患者負担の軽減を行うこと
一、介護給付対象外とされた項目をもとに戻し、介護報酬の引き上げを行うこと
一、10％への消費税増税は中止すること
一、�社会保障の財源は、消費税増税ではなく、応能負担の原則にたった税制改革と
国民の所得を増やす経済政策によって確保すること

一、�医療機関の消費税「損税」は、診療報酬への補填によるのではなく、抜本的な対
策を講じること

一、国民生活や皆保険制度を守るため、ＴＰＰ交渉から即時撤退すること
一、原発の再稼働をやめ、原発に頼らないエネルギー政策に転換すること

以上

2015年6月21日
広島県保険医協会第39回定期総会　

特別決議

　日本は戦後、平和憲法の下、戦前の好戦的な国から、世界平和を希求する国家
として再出発し、70年かけて世界から信頼される国として認められるように
なった。海外からの旅行者の増加や日本文化の世界的な浸透も相俟って、国民レ
ベルでの相互理解の広がりが感じられるようになってきた。
　しかし、安倍首相は、首相に返り咲いて以降、一貫して戦後レジームからの脱
却を唱え、ポツダム宣言への無理解が露呈するなど、戦争責任から目を背けるよ
うな言動を重ねている。このような安倍首相が、特定秘密保護法の制定、武器輸
出3原則の見直し、そして戦争法ともいえる、集団的自衛権の行使を含む安保法
10法案の「改正」、それに加え国際平和支援法を、今国会で強引に成立させようと
している。これらの法案については、衆院憲法審査会で、与党推薦を含むすべて
の憲法学者が「憲法違反」との判断を示した。憲法9条、立憲主義を無視した愚行
であり、許されるものではない。
　安倍政権は、日本が再び武器を持って世界に進出できるよう法を改め、軍備の
増強と、その財源を得るための消費税増税と社会保障費や教育費の削減を推し
進めようとしている。安倍政権の思いのままの政治を許すならば、70年かけて築
き上げてきた日本の信頼は、一挙に失われることになる。安倍政権の暴走によっ
て、国民の誇りである平和憲法が踏みにじられ、これまでの積み重ねで得た世界
からの信頼を失うことは耐えられるものではない。
　広島県保険医協会は、人命を守る医師、歯科医師の団体として、いかなる戦争
をも容認できない。安倍政権に対し、下記の項目について、誇りある平和国家と
しての責務を全うすることを強く要求するとともに、日本国憲法第9条の価値を
さらに発展させるよう全力を尽くす。

一、�集団的自衛権行使の法制化である安全保障関連法案の「改正」と戦争支援の
ための自衛隊海外派兵につながる国際平和支援法の審議を停止し、廃案とす
ること。

一、�沖縄・普天間基地移設については、住民の意見を尊重し、県内移設計画を見直
すこと。
また、国民の生活と権利を損なう「日米地位協定」の抜本的見直しに着手する
とともに、在日米軍基地による住民の負担軽減策を講じること。

2015年6月21日

広島県保険医協会第39回定期総会

「立憲主義」を無視することは許されない
「憲法違反」の安全保障関連法案は、即刻審議を停止し、取り下げを
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懇談に応じる小林衆院議員（右）

要請書を受け取る大平衆院議員（左）

指導関係資料の一部不開示問題

内閣府審査会
「開示すべき」と答申

“
歯
は
命
”健
康
長
寿
社
会
に
向
け
て

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
！

（
集
会
実
行
委
員
長
）
が
歯
科
技
工

士
の
窮
状
を
説
明
し
、
歯
科
医
療
関

係
者
一
丸
と
な
っ
て
健
康
長
寿
社
会

の
実
現
に
向
け
て
行
動
す
る
こ
と
を

訴
え
ま
し
た
。

　

各
団
体
か
ら
の
報
告
で
は
、
歯
科

医
師
、
歯
科
技
工
士
、
歯
科
衛
生
士
、

そ
し
て
市
民
か
ら
現
場
の
切
実
な
声

と
と
も
に
、「
一
人
ひ
と
り
の
力
は

微
力
だ
が
、
無
力
で
は
な
い
」、「
保

険
で
よ
い
歯
科
医
療
の
実
現
は
国
民

の
願
い
で
す
。
運
動
を
さ
ら
に
広
げ

よ
う
」
な
ど
連
帯
の
呼
び
か
け
を
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
保
険
で
良
い
歯

科
医
療
の
実
現
に
向
け
て
、
窓
口
負

担
の
軽
減
、
保
険
範
囲
の
拡
大
、
歯

科
技
工
技
術
料
の
引
き
上
げ
な
ど
の

改
善
要
望
を
掲
げ
た
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
し
ま
し
た
。

地
元
議
員
に
現
場
の
声
を
訴
え

　

国
会
内
集
会
に
あ
わ
せ
て
当
日
は
、

地
元
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請
を
行

い
ま
し
た
。要
請
行
動
で
は
、患
者
窓

口
負
担
の
大
幅
軽
減
、保
険
範
囲
の
拡

大
、診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
な
ど
を
訴

え
ま
し
た
。

　

小
林
史
明
衆
院
議
員（
自
民
・
7
区
）

は
、「
予
防
に
力
を
入
れ
る
た
め
に
定

期
健
診
の
推
進
を
考
え
て
い
る
。ま

た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
す
す
め

て
い
く
こ
と
で
医
療
費
も
適
正
化
で

き
る
。協
力
で
き
る
と
こ
ろ
は
協
力
し

て
い
き
た
い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
平
喜
信
衆
院
議
員（
共
産
・
比
例

中
国
）は
、「
国
民
の
受
診
率
向
上
の
た

め
に
労
働
時
間
、雇
用
環
境
の
改
善
も

必
要
。ま
た
同
時
に
窓
口
負
担
の
引
き

下
げ
も
一
緒
に
求
め
て
い
き
た
い
」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

亀
井
静
香
衆
院
議
員（
無
・
6
区
）

は
、「
地
域
活
性
化
の
た
め
に
山
間
僻

地
の
医
療
を
充
実
す
る
取
り
組
み
を

し
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん

や
っ
て
い
き
た
い
。議
員
要
請
も
地
道

に
積
み
重
ね
て
ほ
し
い
」と
激
励
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
議
員
は
秘
書
対
応
で
し

た
が
、医
療
制
度
の
充
実
に
向
け
て
尽

力
を
求
め
ま
し
た
。ま
た
、会
員
の
先

生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た「
医
療
制

度
改
悪
と
消
費
税
増
税
計
画
を
直
ち

に
中
止
し
、安
心
で
き
る
医
療
制
度
の

構
築
を
求
め
る
医
師
・
歯
科
医
師
連
名

要
請
書
」1
0
5
名
分（
医
師
68
名
、歯

科
医
師
37
名
）を
携
え
、医
療
介
護
総

合
法
の
廃
止
も
求
め
ま
し
た
。要
請
書

へ
の
ご
協
力
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

6
月
4
日
（
木
）、
保

団
連
も
参
加
す
る
「“
歯

は
命
”
健
康
長
寿
社
会
に

む
け
て　

保
険
で
良
い
歯

科
医
療
を
『
6
・
4
国
会

内
集
会
』」（
集
会
実
行
委

員
会
主
催
）
と
保
団
連
中

央
要
請
行
動
が
国
会
議
員

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
会
か
ら
は
上
田
副

理
事
長
が
参
加
。
集
会
全

体
で
は
4
0
0
人
を
超
え

る
医
療
関
係
者
が
集
い
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
い
し
参
加

し
た
国
会
議
員
（
秘
書
含

む
）
も
40
人
を
超
え
ま
し

た
。

　

開
会
挨
拶
で
は
、
歯
科

技
工
士
の
雨
松
真
希
人
氏

　

個
別
指
導
や
集
団
的
個
別
指
導
の

実
施
計
画
に
つ
い
て
、協
会
は
毎
年
、

選
定
委
員
会
の
資
料
等
を
開
示
請
求

し
、入
手
後
に
先
生
方
に
そ
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
4
年
6
月
、中
国
四
国
厚
生

局
に
開
示
請
求
し
、入
手
し
た「
平
成

26
年
度
指
導
対
象
保
険
医
療
機
関
選

定
委
員
会
配
布
資
料
お
よ
び
議
事
録
」

に
つ
い
て
、前
年
ま
で
開
示
さ
れ
て
い

た
部
分
の
う
ち
、該
当
選
定
理
由
の
件

数
、情
報
提
供
の
内
容
な
ど
が
、「
指
導

に
係
る
事
務
に
関
し
、正
確
な
事
実
の

把
握
を
困
難
に
す
る
お
そ
れ
又
は
違

法
若
し
く
は
不
当
な
行
為
を
容
認
し
、

も
し
く
は
そ
の
発
見
を
困
難
に
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
」と
の
理
由
で
不

開
示
と
さ
れ
ま
し
た
。

「
不
開
示
理
由
に
あ
た
る
事
象
は
起

き
て
い
な
い
」と
不
服
申
立

　

こ
れ
に
対
し
協
会
は
、こ
れ
ま
で
に

不
開
示
理
由
と
な
る
よ
う
な
事
象
が

起
き
て
い
な
い
こ
と
、指
導
は
保
険

医
療
機
関
の
取
り
締
ま
り
を
目
的
と

し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
あ

げ
、14
年
8
月
に
厚
労
相
宛
に
不
開
示

決
定
の
取
り
消
し
を
求
め
、不
服
申
立

（
審
査
請
求
）を
行
い
ま
し
た
。

　

別
表
の
通
り
、厚
労
相
が
内
閣
府

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

へ
諮
問
し
た
後
、同
審
査
会
で
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。同
審
査
会
よ
り

送
付
さ
れ
た
2
回
の
理
由
説
明
書
に

対
し
、協
会
は
意
見
を
提
出
。そ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
、同
審
査
会
は
、15
年
5

月
14
日
に
答
申
し
ま
し
た
。

不
開
示
と
さ
れ
た
大
部
分
が「
開
示
」

さ
れ
る
見
通
し

　

こ
の
答
申
を
受
け
て
、協
会
は
再
度

「
平
成
26
年
度
指
導
対
象
保
険
医
療
機

関
選
定
委
員
会
配
布
資
料
お
よ
び
議

事
録
」の
開
示
請
求
を
行
い
ま
し
た
。

今
月
下
旬
に
は
入
手
の
予
定
で
す
が
、

答
申
を
反
映
し
て
、不
開
示
と
さ
れ
た

う
ち
の
大
部
分
が「
開
示
」さ
れ
る
見

通
し
で
す
。「
該
当
選
定
理
由
の
件
数
」

は
全
て
従
来
通
り
開
示
、ま
た
、「
情
報

提
供
の
内
容
が
記
載
さ
れ
た
も
の
」は

一
部
不
開
示
が
妥
当
と
さ
れ
た
も
の

の
、こ
ち
ら
も
ほ
ぼ
従
来
通
り
開
示
さ

れ
る
見
通
し
で
す
。

不
開
示
の
流
れ
を
止
め
、開
示
の
流

れ
を
作
り
出
し
た

　

厚
生
労
働
省
が
不
開
示
と
し
た
理

由
は
前
述
の
通
り
で
す
が
、こ
の
不

開
示
の
流
れ
は
意
図
的
に
作
ら
れ
た

も
の
と
言
え
ま
す
。各
地
の
保
険
医

協
会
が
不
開
示
決
定
に
対
し
、不
服

申
立
を
行
っ
た
結
果
、内
閣
府
情
報

開
示
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
か
ら

は「
開
示
す
べ
き
」と
の
答
申
が
頻

発
し
ま
し
た
。中
国
地
方
で
は
広
島

だ
け
で
な
く
、他
県
で
も
同
様
の
不

開
示
決
定
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

不
服
申
立
を
行
い
、全
て
の
県
で「
開

示
」の
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
会
は
個
別
の
医
療
機
関
や
個
人

を
特
定
す
る
た
め
に
開
示
請
求
を
し

て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。選
定

理
由
を
被
指
導
者
に
も
開
示
し
な
い

問
題
や
高
点
数
選
定
が
い
か
に
根
拠

の
な
い
数
字
で
あ
る
か
を
公
表
す

る
こ
と
で
、各
々
の
先
生
に
実
態
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、改
善
の
方
策
を

と
も
に
探
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。ま
た
、こ
の
度
の
取
り
組
み

を
通
じ
、開
示
の
流
れ
を
作
り
出
せ

た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

懇談に応じる亀井衆院議員（左）

和田　　　潮　（産）　享年82歳　2014年8月11日ご逝去　福山市

桧垣　　　毅　（小）　享年74歳　2014年9月16日ご逝去　呉市

坪倉　千鳥　（産）　享年82歳　2014年9月28日ご逝去　広島市

石原　聖久　（歯）　享年37歳　2014年11月8日ご逝去　福山市

下野　雅道　（内）　享年69歳　2014年11月24日ご逝去　三原市

広岡　明美　（外）　享年88歳　2014年12月15日ご逝去　福山市

小林　芳治　（内）　享年75歳　2014年12月29日ご逝去　福山市

前原　慈朗　（内）　享年94歳　2015年2月14日ご逝去　福山市

日山　　　昇　（眼）　享年62歳　2015年3月14日ご逝去　東広島市

長尾　澄雄　（精）　享年81歳　2015年4月6日ご逝去　呉市

竹丸　英夫　（外）　享年88歳（2012年当時）　 ご逝去　福山市

〔医科10名　歯科1名　計11名〕　ご冥福をお祈り申し上げます。

（前回報告分以降2015年6月21日迄）物 故 会 員

【経　緯】
2014年6月3日　�協会、中国四国厚生局に「平成26年度指導対象保険医

療機関選定委員会配布資料および議事録」の開示請求
を行う。

2014年7月14日　�上記資料が中国四国厚生局より開示（一部不開示）。
2014年8月20日　�協会、開示された資料の一部不開示について不服申立

（審査請求）を厚生労働大臣に提起。
2014年11月17日　�厚生労働大臣が内閣府情報公開・個人情報保護審査会

へ諮問（協会宛に諮問書が送付）。
2014年11月26日　�内閣府情報公開・個人情報保護審査会より「理由説明

書の送付及び意見書又は資料の提供について」（通知）
が協会に送付。

2014年12月11日　�内閣府情報公開・個人情報保護審査会に意見書及び資
料を提出。

2015年3月9日　�内閣府情報公開・個人情報保護審査会より「補充理由
説明書の送付及び意見書又は資料の提供について」（通
知）が協会に送付。

2015年3月19日　�内閣府情報公開・個人情報保護審査会に意見書及び資
料を提出。

2015年5月14日　�内閣府情報公開・個人情報保護審査会より答申書の写
しが協会に送付。

　

2
0
1
5
年
6
月
19
日
、住
田

静
子
先
生（
広
島
市
中
区　

住
田

小
児
科
・
内
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科
）

が
逝
去
さ
れ
ま
し
た（
享
年
92

歳
）。

　

住
田
先
生
は
、1
9
8
3
年
度

よ
り
2
0
1
0
年
度
ま
で
、監
事

と
し
て
会
計
監
査
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、広
島

県
下
で
初
め
て
の
病
児
保
育
施

設
を
創
設
す
る
な
ど
、子
ど
も
の

健
康
と
幸
福
を
守
る
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
田
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ

り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

訃
報

6・4国会内集会
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医科点数等 Q＆A

歯科点数等 Q＆A

（入院料等）
Q1 当院の療養病棟に入院されていた患者が、4月に退院した。しかし、
5月に再入院となり、再度当院の療養病棟に入院となった。4月の入院
時に救急・在宅等支援療養病床初期加算を算定しているのだが、5月の
再入院時の時もこの加算は算定できるのか。
A1 救急・在宅等支援療養病床初期加算は、転院、入院、又は転棟した
日から起算して14日を限度に算定できます。したがって、再入院の場
合でも起算日が異なれば、算定可能と考えます。

（検査）
Q2 外来迅速検体検査加算の加算対象である血液検査を行った。その血
液検査のうち、院内で行うものと外注で行うものが混在したが、院内
で実施した検査の結果と、外注した検査の結果が検査当日中に報告で
きてそれに基づく診療を行えば、外来迅速検体検査加算の算定ができ
るのか。

個
別
指
導
と
新
規
個
別
指
導
の

違
い
は
？

指
導
に
関
す
る
よ
く
あ
る
質
問

　

中
国
四
国
厚
生
局
お
よ
び
広
島
県

に
よ
る
個
別
指
導（
以
下「
個
別
」）、

新
規
個
別
指
導（
以
下「
新
規
個
別
」）

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
新
規

個
別
は
、継
承
等
で
開
設
者
・
管
理
者

が
変
更
と
な
っ
た
場
合
も
対
象
と
な

る
た
め
、「
新
規
開
業
で
な
い
の
に
何

故
？
？
」と
驚
か
れ
る
先
生
も
い
る
よ

う
で
す
。本
紙
で
は
、個
別
と
新
規
個

別
の
違
い
と
と
も
に
、対
策
を
解
説
し

ま
す
。

　

個
別
と
新
規
個
別
の
主
な
違
い
は

別
掲
の
表
の
通
り
で
す
。対
象
に
つ
い

て
、個
別
は「
保
険
者
等
か
ら
の
情
報

提
供
」や「
再
指
導
」、「
高
点
数
」等
の

選
定
基
準
に
基
づ
き
、厚
生
局
に
設
置

さ
れ
た
選
定
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま

す
。新
規
個
別
は
選
定
委
員
会
に
は
は

か
ら
れ
ま
せ
ん
が
、新
規
指
定
よ
り
概

ね
6
カ
月
経
過
、1
年
以
内
の
保
険
医

療
機
関
が
対
象
で
す
。そ
の
他
、開
業

地
を
移
転
し
た
場
合
や
継
承
等
で
開

設
者
・
管
理
者
が
変
更
と
な
っ
た
場
合

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

選
定
患
者
数
及
び
指
導
時
間
に
つ

い
て
は
、個
別
が
30
名
・
約
2
時
間
程

度
、新
規
個
別
が
10
名
・
約
1
時
間
程

度
と
大
き
く
違
い
ま
す
。

　

ま
た
、自
主
返
還
に
つ
い
て
、個
別

は
指
定
さ
れ
た
1
年
間
の
診
療
報
酬

の
請
求
全
例
を
、新
規
個
別
は
対
象

患
者
10
名
に
つ
い
て
指
定
さ
れ
た
年

月
の
レ
セ
プ
ト
を
自
己
点
検
し
、自
主

的
に
返
還
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
新
規
だ
か
ら
…
」と
軽
く
考
え
て
い

た
ら「
再
指
導
」「
自
主
返
還
」と
い
う

こ
と
も
十
分
あ
り
得
ま
す
の
で
、注
意

が
必
要
で
す
。

　

指
導
結
果
に
つ
い
て
は
、後
日
文
書

に
よ
り
通
知
さ
れ
、①「
概
ね
妥
当
」、

②「
経
過
観
察
」、③「
再
指
導
」、④「
要

監
査
」の
い
ず
れ
か
の
措
置
が
出
さ
れ

ま
す
。

○
指
導
対
策
の
要
は
カ
ル
テ
記
載
の

充
実

　

個
別
、新
規
個
別
問
わ
ず
、ま
た
、医

科
、歯
科
問
わ
ず
、指
導
対
策
の
要
は

「
カ
ル
テ
記
載
の
充
実
」で
す
。実
際
の

指
導
で
は
、患
者
の
主
訴
や
所
見
、診

療
計
画
や
検
査
の
結
果
等
の
他
、カ
ル

テ
記
載
が
算
定
要
件
と
さ
れ
て
い
る

も
の
が
き
ち
ん
と
記
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
が
確
認
さ
れ
ま
す
。医
学
管
理

や
検
査
等
を
行
っ
て
い
て
も
、必
要
事

項
の
記
載
が
な
け
れ
ば
、「
医
学
管
理

（
検
査
）の
実
態
な
し
」と
判
断
さ
れ
、

「
自
主
返
還
」を
求
め
ら
れ
ま
す
。も
ち

ろ
ん
、自
主
返
還
に
応
じ
る
か
否
か
は

先
生
の
判
断
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、カ
ル
テ
記
載
の
あ

る
・
な
し
で
大
き
く
措
置
が
変
わ
っ
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、カ
ル
テ

記
載
が
必
要
な
項
目
を
日
頃
か
ら
確

認
し
、記
載
も
れ
な
ど
が
な
い
よ
う
に

点
検
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。そ

の
た
め
に
、会
員
の
先
生
に
は
、保
団

連
発
行
の
冊
子
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
。医
科
は「
保
険
診
療
の
手
引
」、歯

科
は「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
」で
す
。

ぜ
ひ
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

個別指導と新規個別指導の違い（主なもの）

個別指導 新規個別指導

対象

「保険者等からの情報提供」等の
選定基準に基づき、厚生局に設
置された選定委員会で決定。

新規指定より概ね6カ月経過、1
年以内の保険医療機関。継承等
で開設者・管理者が変更となっ
た場合も対象。

実施通知時期

3週間前を目途
（正当な理由なく欠席した場合
は監査の対象となる旨の記述あ
り）

3週間前を目途

選定患者数・通知時期
30名（通知は4日前15名、前日15
名。病院は1週間前15名、前日15
名）

10名（通知は4日前10名）

指導時間 約2時間程度 約1時間程度

指導結果
指導後、文書にて通知される。①
概ね妥当、②経過観察、③再指
導、④要監査

同左

自主返還
あり（指定された1年間の診療報
酬の請求全例を自己点検のう
え、自主的に返還）

あり（対象患者10名について指
定された年月のレセプトを自己
点検のうえ、自主的に返還）

　

協
会
で
は
毎
月
、
医
科
・
歯
科
の

社
保
部
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
部

会
で
は
、
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
相

談
事
例
な
ど
の
検
討
を
行
い
、
必
要

な
情
報
は
適
宜
協
会
紙
等
で
紹
介
す

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会

員
か
ら
の
要
望
に
応
じ
、
審
査
支
払

機
関
や
行
政
当
局
と
の
折
衝
も
行
い

ま
す
。

　

個
別
指
導
や
監
査
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
指
導
当
日
の
録
音
・
弁
護
士

帯
同
の
実
施
の
他
、
カ
ル
テ
記
載
等

に
つ
い
て
役
員
が
助
言
を
行
う
相
談

会
も
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。
個
別

指
導
や
監
査
の
通
知
が
な
く
て
も
お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

随
時
受
付

役
員
が
対
応
し
ま
す

審
査
、指
導
等
相
談
に
つ
い
て

（クラウン・ブリッジ維持管理料（補管））
Q1 補管中（2年以内）の 5が、外傷により歯根破折したため、や
むを得ず抜歯となった。④5⑥Brを製作する場合、事前承認の
対象となるか。
A1 事前承認の対象とはなりません。事前承認は、補管を算定し
た日から2年以内に、外傷、腫瘍などやむを得ない理由で抜歯し、
ブリッジを製作する場合に必要となります。事前承認が必要な
ケースは、以下のいずれかの場合です。

　・�補管中の歯冠補綴物の隣在歯または補管中のブリッジの隣在
歯をやむを得ず抜歯

　・�補管中のブリッジの隣在歯およびそのブリッジの支台歯をや
むを得ず抜歯

　・補管中の歯とその隣在歯をやむを得ず抜歯
　※参考 「歯科点数表の解釈」（平成26年4月版）p334 ～ 335　平

成26年4月23日事務連絡（歯科）問4

A2 その通りです。院内での検査と外注での検査が混在する場合であっ
ても、当日中に結果提供を行いそれに基づく診療を行えば、加算の算
定は可能です。

（リハビリテーション）
Q3 当院で脳血管疾患等リハビリテーションを行っている患者が、他日
に他院で同じリハビリテーションを行っていることがわかった。この
場合、それぞれの医療機関で脳血管疾患等リハビリテーション料を算
定することはできるか。
A3 通知より「同一の疾患等に係る疾患別リハビリテーションについて
は、1つの保険医療機関が責任をもって実施するべきであるが、…」と
あるので、曜日が異なっていても、それぞれの医療機関で脳血管疾患
等リハビリテーション料は算定できないと考えます。なお、以下の事
務連絡が出ています。

　　Ｑ�．疾患別リハビリテーションを一の保険医療機関で実施している場合には、他
の保険医療機関で、同一の疾患等に係る疾患別リハビリテーション料は算定可
能か。

　　Ａ�．従来通り算定不可。当該患者に対し照会等を行うことにより、他の保険医療
機関における疾患別リハビリテーション料の算定の有無を確認する。
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（
3
）保
険
診
療
に
は
健
康
保
険
法
や

療
担
規
則
を
研
鑽
し
て

　

2
0
0
2
年
4
月
頃
、匿
名
の
薬

剤
師
か
ら「
Ｘ
医
師
の
整
形
外
科
医

院
の
待
合
室
に
、特
定
の
保
険
薬
局

の
職
員
が
患
者
に
薬
剤
を
配
達
に
来

る
」と
沖
縄
社
会
保
険
事
務
局
に
電

話
が
あ
っ
た
。レ
セ
プ
ト
点
検
と
戸

別
訪
問
で
患
者
調
査
さ
れ
、翌
年
1

月
の
個
別
指
導
で
不
正
な
い
し
著
し

い
不
当
が
疑
わ
れ
、1
時
間
後
に
監

査
に
移
行
し
た
。保
険
医
療
機
関
及

び
保
険
医
療
養
担
当
規
則（「
療
担
規

則
」と
略
す
）へ
の
違
反
は
、①
当
日

事
前
に
医
師
の
診
察
な
く
理
学
療
法

を
実
施
し
て（
同
第
20
条
違
反
）、再

診
料
請
求
は
不
正
請
求
に
当
た
る
、

②
理
学
療
法
の
実
施
時
間
の
記
載
な

く
、指
摘
後
の
追
記
は
診
療
録
の
改

ざ
ん
と
な
る
、③
い
ぼ
焼
灼
法
を
皮

膚
皮
下
腫
瘍
摘
出
術
で
不
正
に
振
替

請
求
し
、④
医
院
に
よ
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
連

絡
で
の
調
剤
と
医
院
へ
の
配
達
で

は
、医
師
法
第
22
条
違
反
と
な
る
処

方
せ
ん
の
不
交
付
や
処
方
せ
ん
料
の

不
正
請
求
を
伴
う
特
定
保
険
薬
局
へ

の
指
示
等（
療
担
規
則
第
19
条
の
3

違
反
）と
さ
れ
、⑤
職
員
福
利
厚
生
を

含
め
患
者
へ
の
一
部
負
担
金
免
除
は

同
第
5
条
違
反
と
、7
月
22
日
付
け

で
保
険
医
療
機
関
の
指
定
と
保
険
医

登
録
と
が
取
り
消
さ
れ
た
。そ
の
後
、

Ｘ
は
処
分
の
取
消
し
を
求
め
提
訴

し
、再
診
省
略
の
問
題
①
に
は「
従
前

の
診
察
に
よ
る
治
療
」と
主
張
し
た

が「
独
自
の
見
解
」と
し
て
排
斥
さ
れ

る
な
ど
、監
査
を
適
法
と
認
め
棄
却

さ
れ
た（
那
覇
地
判
平
成
18
・
3
・
29
、

Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ　

Ｔ
Ｋ
Ｃ
）。

　

初
診
時
診
察
な
く
投
薬
の
事
例
に

は「
溝
部
訴
訟
」を
参
照
さ
れ
た
い
。

刑
事
訴
訟
で
は
、診
察
治
療
後
数
カ

月
し
て
の
受
診
で
、診
察
な
く
前
回

と
同
じ
薬
剤
を
投
与
し
た
場
合
は

患
者
の
状
態
・
変
化
が
不
明
で
医
師

法
違
反
と
さ
れ
た（
名
古
屋
区
判
大

正
3
・
9
・
4
、法
律
新
聞
9
7
0
号

26
頁
）。判
例
は
、「
其
薬
剤
を
授
与
し

て
治
療
を
為
す
都
度
之
を
診
察
せ
ず

と
す
る
も
…
其
期
間
内
は
前
回
の
診

察
に
基
き
治
療
を
為
す
」（
大
審
大
正

3
・
3
・
26
）と
、診
察
に
は
一
定
の
有

効
期
間
を
認
め
て
い
る
。民
事
訴
訟

で
は
、当
直
医
が
無
診
察
で
前
日
と

同
じ
指
示
を
し
、外
傷
入
院
患
者
36

歳
が
複
合
ブ
ス
コ
パ
ン
Ｒ
静
注
10
分

後
に
死
亡
し
た
が
、「
従
前
の
診
察
結

果
、患
者
の
要
望
、看
護
師
の
報
告
な

ど
に
基
づ
く
治
療
で
無
診
察
治
療

に
当
ら
な
い
」と
さ
れ
た（
大
阪
高

判
昭
和
59
・
8
・
16
、判
例
タ
イ
ム
ズ

5
4
0
号
2
7
2
頁
）。

　

し
か
し
、原
告
Ｘ
の
処
分
取
消
請

求
に
つ
い
て
は
、行
政
上
、健
康
保

険
法
・
療
担
規
則
上
の
診
察
行
為
が

問
題
で
、診
療
報
酬
点
数
上
で
は
、投

薬
・
リ
ハ
ビ
リ
・
処
置
な
ど
す
る
都

度
診
察
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
が
後
日

に
検
査
だ
け
で
来
院
し
た
患
者
か
ら

診
察
料
を
徴
収
し
た
こ
と
で
、是
正

勧
告
を
受
け
た
事
件（
平
成
9
・
11
・

25
産
経
新
聞
）や
、労
災
診
療
で
は

あ
る
が
、無
診
察
物
療
に
3
億
円
の

再
診
料
返
還
と
指
定
取
消
処
分
と

な
っ
た
事
例
も
あ
る（
徳
島
労
働
局
、

平
成
18
・
10
・
30
メ
デ
ィ
フ
ァ
ク
ス

5
0
5
3
号
）。再
診
料
の
請
求
に
は

当
日
の
診
察
が
前
提
で
、診
療
録
に

は
傍
診
や
問
診
・
視
診
な
ど
実
施
の

旨
を
記
載
す
る
な
ど
、書
証
で
の
証

明
を
要
し
、要
注
意
で
あ
る
。

（
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ａ
ニ
ュ
ー
ス
93
号
よ
り
）

（
4
）納
得
い
か
ぬ
行
政
処
分
は
権
利

回
復
に
提
訴
し
て

　

本
件
の
原
告
と
な
る
歯
科
医
師（
昭

和
40
年
生
）Ｘ
は
、1
9
9
0
年
6
月

に
保
険
医
の
登
録
を
受
け
た
が
、97
年

10
月
に
取
り
消
さ
れ
て
、2
年
後
に
再

登
録
を
受
け
た
経
緯
が
あ
る
。

　

04
年
8
月
か
ら
半
年
間
、ま
た
05

年
10
月
か
ら
06
年
12
月
ま
で
、三
重

県
の
歯
科
診
療
所
Ａ
で
5
人
の
歯

科
医
師
・
保
険
医
の
1
人
と
し
て

勤
務
し
た（
固
定
給
等
手
取
り
月

1
0
5
万
円
）。同
医
師
Ｘ
は
、診
療

所
で
の
保
険
請
求
に
問
題
を
感
じ
、

改
善
す
る
よ
う
院
長
に
進
言
し
た
が

　

平
和
公
園
の
慈
仙
寺
境
内
跡
に
土

饅
頭
の
よ
う
な
原
爆
供
養
塔
が
あ

る
。か
つ
て
は
ス
ケ
ッ
チ
の
よ
う
に

「
原
爆
納
骨
安
置
所
」と
書
か
れ
た
巨

大
な
木
碑
が
建
っ
て
い
た
が
撤
去
さ

れ
、行
政
は
公
園
内
に
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
墓
地
を
封
印
し
て
い
る
。地

下
に
は
推
定「
7
万
人
」の
遺
骨
が
納

め
ら
れ
、身
元
の
明
記
さ
れ
た
骨
箱

も
あ
る
。

　

佐
伯
敏
子
さ
ん
は
こ
こ
で
義
父
母

の
遺
骨
を
受
け
取
っ
た
の
を
契
機
に

毎
日
供
養
塔
の
お
世
話
を
始
め
、や

が
て
管
理
を
任
さ
れ
て
遺
骨
を
遺
族

に
届
け
る
こ
と
ま
で
さ
れ
て
い
た
。

　

広
島
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
堀

川
惠
子
さ
ん
は
取
材
を
通
じ
て
佐
伯

さ
ん
と
知
り
合
い
、2
0
1
3
年
に

老
健
施
設
に
入
所
中
の
93
才
の
佐
伯

遺
骨
が
眠
っ
て
い
る
の
か
、20
人
以

上
が
亡
く
な
っ
た
佐
伯
敏
子
さ
ん

一
族
の
被
爆
記
録
、佐
伯
さ
ん
に
代

わ
っ
て
沖
縄
ま
で
遺
族
を
訪
問
し
た

記
録
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

軍
医
徴
用
に
よ
る
医
師
不
足
を
補

う
た
め
県
病
院
に
設
け
ら
れ
た
保
健

婦
養
成
所
で
亡
く
な
っ
た
少
女
、遺

体
の
処
理
に
あ
た
っ
た
少
年
特
攻

兵
、ビ
ル
マ
に
派
遣
さ
れ
た
日
赤
従

軍
看
護
婦
、被
爆
者
の
数
に
入
れ
ら

れ
て
な
い
朝
鮮
半
島
出
身
者
、10
年

遅
れ
で
原
爆
手
帳
が
交
付
さ
れ
た
沖

縄
の
被
爆
者
な
ど
、戦
争
が
も
た
ら

し
た
様
々
な
悲
惨
な
現
実
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。

　
「
戦
争
法
」が
審
議
さ
れ
る
危
険
な

現
在
、ぜ
ひ
多
く
の
か
た
に
読
ん
で

い
た
だ
き
た
い
一
冊
で
あ
る
。

（
理
事　

青
木
克
明
）

さ
ん
を
訪
問
し
た
こ
と

か
ら
、志
を
継
い
で
、身

元
の
分
か
っ
た
遺
族
を

訪
問
す
る
旅
を
始
め
、

取
材
と
調
査
を
も
と
に

「
原
爆
供
養
塔　

忘
れ

ら
れ
た
遺
骨
の
70
年
」

を
出
版
さ
れ
た
。

　

本
書
は
墓
地
を
置
く

事
の
で
き
な
い
公
園
内

に
な
ぜ「
7
万
人
」も
の

浜
岡
原
発
の
永
久
廃
炉
を
め
ざ
し
て

静
岡
県
保
険
医
協
会
理
事
長
　
聞
間
　
元

　

2
0
1
5
年
5
月
14
日
、中
部
電

力
浜
岡
原
発
が
全
面
停
止
し
て
4

年
目
を
迎
え
た
。東
北
大
震
災
後
の

福
島
原
発
の
過
酷
事
故
発
生
を
受
け

て
、当
時
の
菅
首
相
が
中
部
電
力
に

全
面
停
止
を
要
請
し
、停
止
に
至
っ

た
も
の
で
あ
る
。当
時
の
民
主
党
政

権
が
浜
岡
原
発
の
停
止
を
決
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
明
白

で
あ
る
。す
な
わ
ち
浜
岡
原
発
が
首

都
に
最
も
近
い
原
発
で
あ
り
、南
海

ト
ラ
フ
地
震
の
東
方
震
源
域
の
直
上

に
位
置
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。し

か
も
政
府
の
地
震
調
査
研
究
推
進
本

部
・
地
震
調
査
委
員
会
の
報
告
書
で

半
世
紀
中
に
東
海
地
震
が
起
こ
る
確

率
が
97
％（
30
年
以
内
に
は
86
％
）と

い
う
驚
く
べ
き
確
率
で
あ
り
、想
定

さ
れ
る
津
波
の
高
さ
も
19
メ
ー
ト
ル

と
い
う
高
さ
で
あ
る
。福
島
原
発
事

故
の
前
、浜
岡
は「
世
界
一
危
険
な
原

発
」で
あ
っ
た
。そ
し
て
今
も
そ
の
危

険
性
は
変
わ
ら
な
い
。

　

中
部
電
力
は
こ
う
し
た
報
告
書
を

受
け
て
、あ
わ
て
て
防
潮
提
の
工
事

を
急
ぎ
、2
回
の
高
さ
変
更
を
行
い
、

現
在
は
高
さ
22
メ
ー
ト
ル
と
い
う
工

事
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

　

し
か
し
専
門
家
か
ら
は
防
潮
堤
の

立
つ
海
岸
砂
丘
が
地
震
の
揺
れ
で
液

状
化
す
る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、ま
た
原
子
炉
冷
却
用
の

取
水
管
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
脆
弱
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

福
島
原
発
と
同
系
の
沸
騰
水
型
炉

の
た
め
、万
一
に
備
え
新
た
に
作
ら

れ
て
い
る
フ
ィ
ル
タ
ー
式
ベ
ン
ト
も

建
屋
の
外
の
海
側
に
作
ら
れ
、防
潮

堤
が
液
状
化
で
傾
け
ば
機
能
し
な
い

可
能
性
を
指
摘
す
る
声
も
あ
る
。

　

今
、浜
岡
原
発
の
5
基
は
確
か
に

停
止
状
態
に
あ
る
。1
号
炉
、2
号
炉

は
老
朽
化
の
た
め
福
島
事
故
以
前
に

廃
炉
が
決
ま
っ
て
お
り
、炉
内
か
ら

燃
料
棒
は
す
べ
て
撤
去
さ
れ
た
。3
、

4
、5
号
炉
の
燃
料
棒
は
建
屋
内
の

核
燃
料
プ
ー
ル
に
あ
り
、運
転
休
止

中
で
あ
っ
て
も
地
震
で
冷
却
水
が
失

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
一
番

新
し
い
5
号
炉
は
停
止
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
復
水
器
に
海
水
が
注
入
す
る

事
故
が
あ
り
、原
因
調
査
中
で
あ
る
。

浜
岡
原
発
の
立
地
海
岸
は
福
島
原
発

と
は
違
い
砂
丘
で
あ
り
、こ
れ
ま
で

も
取
水
系
統
の
ト
ラ
ブ
ル
が
た
び
た

び
起
き
て
い
る
。

　

し
か
し
中
部
電
力
は
あ
く
ま
で
再

稼
働
に
向
け
て
準
備
し
て
お
り
、4

号
炉
は
昨
年
2
月
、3
号
炉
も
今
年

6
月
再
稼
働
に
向
け
た
適
合
性
審
査

の
申
請
が
行
わ
れ
て
い
る
。こ
う
し

た
現
状
維
持
の
費
用
だ
け
で
年
間

1
千
億
円
に
達
し
、す
べ
て
消
費
者

に
電
気
料
金
と
し
て
上
乗
せ
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。ま
た「
安
全
対
策
」の

た
め
に
さ
ら
に
3
千
億
円
を
超
え
る

費
用
が
必
要
と
さ
れ
、こ
れ
ら
の
費

用
も
将
来
電
気
料
金
に
上
乗
せ
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

　

住
民
の
避
難
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。同
じ
再
稼
働
申
請
が
行

わ
れ
て
い
る
鹿
児
島
県
・
川
内
原
発

と
同
様
に
、浜
岡
原
発
半
径
31
キ
ロ

圏
内（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）の
住
民
94
万
人
の

避
難
計
画
の
見
通
し
は
立
っ
て
い

な
い
。最
近
当
協
会
が
行
な
っ
た
圏

内
の
医
療
介
護
施
設
68
か
所
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、避
難
計
画
が
あ

る
と
回
答
し
た
施
設
は
入
所
者
数

1
0
0
人
の
施
設
1
件
だ
け
で
あ
っ

た
。医
療
介
護
施
設
の
み
な
ら
ず
学

校
関
係
で
の
避
難
計
画
で
さ
え
立
て

ら
れ
て
い
な
い
実
情
で
あ
る
。

　

浜
岡
原
発
に
つ
な
が
る
主
要
道
路

は
狭
く
、福
島
事
故
時
以
上
の
渋
滞

が
予
測
さ
れ
、子
ど
も
達
の
避
難
を

優
先
さ
せ
る
輸
送
手
段
も
困
難
を
極

め
る
。港
湾
も
原
発
立
地
の
御
前
崎

港
し
か
な
く
、津
波
後
と
す
れ
ば
避

難
経
路
に
は
使
え
な
い
。事
故
の
規

模
に
よ
っ
て
は
早
期
に
東
名
高
速
道

路
で
さ
え
通
行
で
き
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
。

　

こ
れ
だ
け
安
全
対
策
優
先
が
叫
ば

れ
な
が
ら
、浜
岡
原
発
か
ら
5
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
圏
内
に
あ
る
オ
フ
サ
イ
ト

セ
ン
タ
ー
の
移
転
も
遅
々
と
し
て
進

ま
な
い
。避
難
の
際
に
有
用
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
増
設
も
防
潮
堤

建
設
に
か
ま
け
て
全
く
顧
み
ら
れ
て

い
な
い
。

　

県
民
や
周
辺
住
民
の
世
論
も
多
数

が
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
で
あ
る
。

31
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
の
11
自
治
体

首
長
も
再
稼
働
賛
成
は
ゼ
ロ
で
あ

る
。但
し
う
ち
5
人
の
回
答
は
保
留

で
あ
り
、世
論
の
動
向
を
見
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

　

欠
陥
だ
ら
け
の
浜
岡
原
発
、再
稼

働
は
論
外
で
あ
り
、東
南
海
地
震
の

確
率
を
無
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

ず
、一
刻
も
早
い
永
久
廃
炉
し
か
選

択
は
な
い
。当
協
会
も
原
発
問
題
に

関
し
て
は
廃
炉
を
求
め
る
決
議
を
毎

年
の
総
会
で
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

命の海を

原発よりも

62

原爆供養塔
忘れられた遺骨の70年
（堀川惠子著　文藝春秋　1750円）

書籍紹介

医
事
紛
争
の
防
止

ぶ
学
に
例
事
判
裁

（
7
面
4
段
に
続
く
）
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「
求
め
る
会
」が
東
広
島
市
議
会
に
署
名
を
提
出

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
を

無
料
に
!!

　

協
会
は
、「
誰
も
が
安
心
し
て
医
療

が
受
け
ら
れ
る
医
療
制
度
」の
実
現

に
向
け
た
運
動
の
一
環
と
し
て
、各

自
治
体
が
設
け
る
、子
ど
も
、重
度
障

害
者
の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。地
域
の
団
体

で
あ
る「
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療

費
完
全
無
料
化
を
求
め
る
会
」（
以
下

「
求
め
る
会
」）で
は
、東
広
島
市
に
お

い
て
、中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

助
成
制
度
の
実
現
を
求
め
る
署
名
に

取
り
組
ん
で
お
り
、協
会
と
し
て
も
、

県
内
各
地
域
か
ら
助
成
制
度
拡
充
の

動
き
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
、4
月

下
旬
に
、東
広
島
の
先
生
方
に
署
名

の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

　

求
め
る
会
は
、5
月
28
日
、署
名

1
万
4
5
3
筆
を
東
広
島
市
議
会
議

長
に
提
出
。6
月
議
会
に
て
審
議
さ

れ
、結
果
、「
継
続
審
議
」と
な
り
ま
し

た
。採
択
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、紙
面
を
通
じ
て
報
告
と
と
も
に
、

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、求
め
る
会
の
佐
々
木
貞
子

さ
ん
よ
り
お
礼
が
届
き
ま
し
た
の

で
、併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

お　

礼�

佐
々
木
貞
子

　

強
い
日
射
が
照
り
つ
け
夏
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
日
々
も
あ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。こ
の
た
び
は
た
く
さ
ん
の

署
名
を
お
送
り
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
署
名
数

は
9
千
筆
を
超
え
ま
し
た
。皆
様
の

御
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。6

月
議
会
に
出
し
ま
す
の
で
今
週
中

に
は
提
出
す
る
予
定
で
す
。目
標
の

1
万
筆
に
は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た

が
皆
よ
く
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
入
学
式
・
運
動
会
・
保
育
所
・

ス
ー
パ
ー
前
・
道
の
駅
。各
戸
訪
問
な

ど
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
集
め
ま
し
た
。

医
院
に
も
署
名
を
置
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。市
議
会
で
採
択
さ
れ
れ

ば
嬉
し
い
の
で
す
が
難
し
そ
う
で

す
。結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
各
々
連

絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。皆
様
の

御
健
勝
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。自
分
の
名
前

で
レ
セ
プ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力

し
て
記
載
さ
れ
た
書
類
も
あ
っ
た
の

で
、Ａ
や
他
の
保
険
医
が
行
政
処
分

を
受
け
た
場
合
、自
分
に
も
そ
の
危

険
が
及
ば
ぬ
か
、以
前
に
登
録
を
取

消
さ
れ
た
経
験
か
ら
心
配
に
な
り
、

06
年
10
月
2
日
に
三
重
県
社
会
保
険

事
務
局
に
電
話
で
そ
の
旨
情
報
提
供

し
て
、相
談
し
た
。そ
の
後
、Ｘ
は
Ａ

を
退
職
し
、07
年
1
月
5
日
神
奈
川

県
で
保
険
医
登
録
を
受
け
、同
地
の

歯
科
診
療
所
Ｂ
に
就
職
し
た
。

　

三
重
県
で
は
、07
年
2
月
19
日
か

ら
3
月
9
日
に
か
け
計
5
日
間
Ａ
お

よ
び
保
険
医
に
対
し
て
監
査
が
実
施

さ
れ
た
。そ
の
結
果
、Ａ
に
保
険
医
療

機
関
の
指
定
取
消
、保
険
医
3
人（
Ｘ

含
む
）に
登
録
取
消
、1
人
に
戒
告
の

処
分
が
あ
っ
た
。

　

Ｘ
に
つ
い
て
は
、上
記
期
間
中
に
2

日
間
の
監
査
が
あ
り
、5
月
11
日
原

告
代
理
人
弁
護
士
も
出
席
し
て
聴
聞

が
あ
り
、（
ア
）付
増
請
求
8
人
8
件
、

（
イ
）振
替
請
求
2
人
3
件
、（
ウ
）二
重

請
求
お
よ
び
上
記
ア
～
ウ
に
関
わ
る

不
実
記
載
が
指
摘
さ
れ
た
が
、一
部
入

力
誤
り
の
過
失
は
あ
る
が
他
に
故
意

の
不
実
記
載
な
く
、固
定
給
等
な
の
で

不
正
請
求
の
必
要
な
く
、他
の
者
が
入

力
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
等

と
説
明
・
抗
弁
し
、同
月
14
日
横
浜
地

裁
に（
ａ
）処
分
の
差
止
め
を
求
め
て

提
訴
し
、（
ｂ
）仮
差
止
め
を
申
し
立
て

た
が
、同
月
16
日
付
け
で
上
記
の
不

正
・
不
当
請
求
を
故
意
ま
た
は
重
大
な

過
失
に
よ
り
し
ば
し
ば
行
っ
た
と
し

て
保
険
医
登
録
が
取
り
消
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
同
月
31
日
Ｘ
は
、（
ａ
）を

取
消
請
求
訴
訟
に
変
更
申
立
て
し
、

（
ｂ
）を
取
り
下
げ
て
効
力
の
執
行
停

止
を
申
し
立
て
た
。横
浜
地
裁
は
却

下
し
た
が
、そ
の
抗
告
審
で
は
執
行

停
止
が
認
め
ら
れ
た（
東
京
高
決
平

19
・
12
・
27
：
決
定
文
Ｘ
提
供
）。

　
（
ａ
）取
消
請
求
訴
訟
で
は
、本
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に

は
使
用
上
の
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
が

な
く
、受
付
端
末
お
よ
び
診
療
室
端
末

の
両
方
か
ら
誰
で
も
入
力
で
き
、修

正
・
訂
正
時
に
入
力
者
・
入
力
日
時
を

特
定
・
記
録
す
る
機
能
は
な
く
、出
力

さ
れ
た
本
件
診
療
録
に
は
、原
告
の
署

名
ま
た
は
押
印
は
な
か
っ
た
こ
と
、ま

た
、外
来
診
療
窓
口
で
受
領
し
た
一
部

負
担
金
が
記
載
さ
れ
た
現
金
出
納
帳

上
の
額
と
入
力
さ
れ
た
診
療
録
上
の

額
と
の
比
較
な
ど
か
ら
、不
実
記
載
は

Ｘ
以
外
の
者
が
入
力
記
載
し
た
可
能

性
も
あ
る
と
し
て
、Ｘ
が
故
意
に
行
っ

た
証
拠
が
な
い
等
と
認
定
さ
れ
、処
分

は
違
法
と
判
断
さ
れ
取
り
消
さ
れ
た

（
横
浜
地
判
平
22
・
4
・
14
、確
定
：
判
決

文
Ｘ
提
供
）。

　

そ
こ
で
、Ｘ
は
、処
分
行
政
庁
の

違
法
な
取
消
に
よ
る
収
入
減
少

6
1
2
万
余
円
、信
用
棄
損
へ
の
慰
謝

料
5
0
0
万
円
、弁
護
士
料
4
6
0
万

円
、計
1
5
7
2
万
余
円
の
国
家
賠
償

を
求
め
て
提
訴
し
た
。裁
判
所
は
処
分

行
政
庁
が
通
常
尽
く
す
べ
き
職
務
上

の
注
意
義
務
に
違
反
し
て
漫
然
と
処

分
を
行
っ
た
国
家
賠
償
法
上
の
違
法

を
認
め
、国
に
1
1
3
2
万
余
円（
収

入
減
少
は
全
額
認
定
）の
支
払
い
を
命

じ
た（
東
京
地
判
平
24
・
1
・
10
、確
定
、

判
例
時
報
2
1
5
1
号
43
頁
）。

京
都
保
険
医
新
聞
2
9
5
3
号

（
2
0
1
3
年
4
月
5
日
）、2
8
5
4

号（
2
0
1
3
年
4
月
20
日
）よ
り

　

今
回
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て
で
す
。
前
回
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
「
特
定
個
人
情
報
の
適
正

な
取
り
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
は
既
に
目
を
通
さ
れ
た
か
と
思

い
ま
す
（
ま
だ
の
方
は
一
度
目
を
通

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
）。

た
だ
、
実
際
細
か
す
ぎ
て
、
な
か
な

か
わ
か
り
づ
ら
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
実
施

ま
で
に
ま
ず
は
や
る
べ
き
こ
と
を
で

き
る
だ
け
簡
単
に
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
大
ま
か
に
イ

メ
ー
ジ
で
き
た
段
階
で
も
う
一
度
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
て
い
た
だ
き
細
か

い
個
所
を
詰
め
て
行
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
現
時
点
で
や
る
べ
き
こ
と
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
集
す
る
対
象
者

の
洗
い
出
し
で
す
。
従
業
員
の
み
な

ら
ず
そ
の
扶
養
親
族
等
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
も
収
集
す
べ
き
必
要
性
が
あ
る

か
ら
で
す
。
必
要
と
な
る
書
類
の
一

例
と
し
て
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除

申
告
書
等
（
一
般
的
に
年
末
調
整
時

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多

い
）
が
あ
り
、
従
業
員
本
人
及
び
扶

養
親
族
等
の
欄
に
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
記
載
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

次
に
従
業
員
に
対
し
て
本
年
10
月

以
降
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
住
民
票
の
あ

る
住
所
に
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
、
届

い
た
ら
紛
失
し
な
い
よ
う
大
切
に
保

管
し
て
お
く
こ
と
の
お
願
い
を
ア
ナ

ウ
ン
ス
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
あ
る
程
度
、
い
つ
頃
会
社

と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
集
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
か
を
周
知
し
て
お

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
収

集
に
つ
な
げ
た
い
か
ら
で
す
。
従
業

員
に
よ
っ
て
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
届
い
て
い
な
い
」、「
紛
失
し
た
」、

「
な
ぜ
会
社
に
教
え
な
い
と
い
け
な

い
の
か
？
」
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
事
前
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
は
余
裕
を
持
っ
て
対
応
を

す
る
た
め
に
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
従
業
員
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
取
得
す
る
際
に
は
会
社
と
し

て
、
本
人
確
認
及
び
利
用
目
的
の
通

知
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
利

用
目
的
の
通
知
方
法
と
し
て
は
「
就

業
規
則
へ
の
記
載
」、「
利
用
目
的
を

記
載
し
た
書
類
の
提
示
」、「
社
内
報

等
の
配
布
」
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
前
も
っ
て
就
業
規
則
の
変
更
や
書

類
の
作
成
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ち
な
み
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
本
人
へ
の
通
知
で
あ
り
、
本
人

の
同
意
を
得
る
必
要
ま
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

前
述
し
た
準
備
と
並
行
し
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
、
あ
る
い
は

保
管
す
る
為
の
安
全
管
理
措
置
を
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
こ
が
非
常
に
重
要
に
な
る
わ

け
で
す
。
た
だ
大
切
な
の
は
最
終
的

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
情
報
の
漏

洩
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

に
つ
き
ま
す
。
ま
ず
は
会
社
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
管
理
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
チ
ー
ム
や
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
漏
洩
し
な
い
仕
組
み

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

実
際
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
管
理
の
仕
方

に
よ
っ
て
も
対
策
が
異
な
っ
て
く
る

は
ず
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
入

し
た
書
類
（
紙
ベ
ー
ス
の
み
）
の
保

管
で
あ
れ
ば
、
そ
の
保
管
し
て
あ
る

書
庫
、
あ
る
い
は
そ
の
一
室
に
鍵
を

か
け
、
特
定
の
人
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
取
り
扱
う
人
の
明
確
化
）
の
み
の

出
入
り
と
し
、
入
室
退
出
記
録
を
残

す
等
の
管
理
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、

Ｐ
Ｃ
に
入
力
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
で

管
理
保
管
す
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
紙

ベ
ー
ス
で
の
管
理
方
法
に
加
え
て
、

Ｐ
Ｃ
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
繋
が
な

い
、
Ｐ
Ｃ
に
パ
ス
ワ
ー
ド
設
定
や
ウ

イ
ル
ス
対
策
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強

化
等
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
シ
ス
テ
ム
会
社
等
に

対
策
を
依
頼
す
る
等
の
方
法
も
考
え

ら
れ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
考

え
る
と
意
外
に
ア
ナ
ロ
グ
的
な
管
理

の
方
が
デ
ー
タ
上
で
の
管
理
よ
り
も

良
い
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
各
会
社
の
現
状
、

か
け
ら
れ
る
費
用
と
の
絡
み
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は

安
全
管
理
措
置
（
基
本
方
針
の
策
定

や
従
業
員
が
1
0
0
人
以
上
の
場
合

取
扱
規
程
の
作
成
等
そ
の
他
い
ろ
い

ろ
）
の
例
示
も
含
め
て
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
例
示
で
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
に
あ
っ
た
仕

組
み
を
確
実
に
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
マ
イ
ン
ナ
ン
バ
ー
を
取
り

扱
う
事
務
を
税
理
士
、
社
会
保
険
労

務
士
等
へ
委
託
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
は
委
託

先
の
監
督
義
務
も
発
生
い
た
し
ま
す

の
で
、
安
全
管
理
措
置
に
つ
い
て
の

委
託
契
約
の
締
結
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

（
特
定
社
会
保
険
労
務
士 

白
鷺
克
憲
）

雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から
採用・退職まで98
面接・雇用から
採用・退職まで98

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）制
度
に
つ
い
て
③

　

雇
用
問
題
等
に
関
す
る
ご
質

問
・
ご
意
見
、読
ま
れ
て
の
ご
感

想
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。ま
た
、

白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す（
8
面
上
段
に

掲
載
）。詳
し
く
は
協
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

医事紛争事例集
－医師が選んだ55事例

　京都府保険医協会は、今
から半世紀にも遡る1959
年度から医療安全対策に
取り組んできた全国的に
も珍しい、長い歴史と経験
を有しています。
　医療安全対策を開始し
てから55周年を迎え、それ
を記念して「医事紛争事例
集」を発行しました。有効
活用し、日常診療における
「安全」と「安心」を一層高
めて頂ければ幸いです。

広島協会会員価格　2,000円（税込･送料別）
お申込みは京都府保険医協会まで
ＴＥＬ　075－212－8877　　　　

（
6
面
下
段
よ
り
続
く
）

広島県保険医協会
行事案内
Twitter

＠hokeni_info
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日
本
年
金
機
構
か
ら
の
個
人
情
報

が
流
出
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、政

府
は
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
策
と
し
て
情

報
シ
ス
テ
ム
の
防
御
を
含
め
、民
間

技
術
者
の
登
用
に
乗
り
出
し
た
。大

規
模
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
予
想
さ
れ

る
2
0
2
0
年
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
見
据
え
て
い
る
。情

報
技
術
が
進
歩
す
る
と
新
し
い
問
題

が
生
じ
る
。

　

主
張
で
は
、原
爆
症
認
定
の
問
題

を
、白
内
障
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

戦
後
70
年
を
経
て
、な
お
、認
定
作
業

が
続
い
て
い
る
こ
と
、さ
ら
に
今
後

も
続
く
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。�（
Ｏ
）

　

2
0
1
5
年
6
月
9
日
（
火
）
に

第
19
期
第
27
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。

【
主
な
協
会
の
諸
会
議
お
よ
び
行
事

等
の
報
告
】

（
2
0
1
5
年
5
月
13
日
～
2
0
1
5

年
6
月
9
日
）

・
5
月
15
日
（
金
）
第
3
4
2
回
歯

科
幹
事
会
。
今
年
度
の
歯
科
行
事
、

組
織
拡
大
、
指
導
・
監
査
対
策
、
診

療
報
酬
改
善
、
歯
科
を
め
ぐ
る
政
策

課
題
、
医
療
運
動
に
つ
い
て
検
討
。

・
5
月
16
日
（
土
）
日
弁
連
意
見
書

に
関
す
る
学
習
会
。
講
師
は
恵
木
尚

弁
護
士
（
協
会
顧
問
）。

・
5
月
16
日（
土
）法
律
問
題
学
習
会
。

講
師
は
恵
木
尚
弁
護
士
。

・
5
月
19
日
（
火
）
広
報
文
化
部
会
。

紙
面
企
画
案
お
よ
び
主
張
案
、
今
年

度
の
行
事
に
つ
い
て
検
討
。

・
5
月
25
日
（
月
）
第
2
5
6
回
医

科
社
保
学
術
部
会
。
保
険
請
求
等
Ｑ

＆
Ａ
、納
得
で
き
な
い
査
定（
減
点
）・

返
戻
事
例
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

改
定
対
策
、
指
導
・
監
査
・
適
時
調

査
対
策
、
今
年
度
の
行
事
の
検
討
。

・
5
月
26
日
（
火
）
第
19
期
第
26
回

臨
時
理
事
会
。
定
期
総
会
議
案
（
活

動
報
告
案
、
方
針
案
及
び
決
算
案
・

予
算
案
な
ど
）
に
つ
い
て
検
討
。

・
5
月
30
日
（
火
）
総
務
財
政
部
会
。

医
療
運
動
対
策
、
各
部
の
活
動
と
対

策
、
行
事
・
会
議
予
定
の
確
認
。

・
6
月
2
日
（
金
）
第
1
6
4
回
歯

科
社
保
対
策
部
会
。点
数
等
Ｑ
＆
Ａ
、

審
査
改
善
、
指
導
・
監
査
改
善
、
指

導
及
び
適
時
調
査
等
の
開
示
請
求
に

つ
い
て
検
討
。

・
6
月
3
日
（
水
）
会
計
監
査
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
対
策

　
「
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
」

成
立
へ
の
抗
議
・
撤
回
に
向
け
以
下

を
取
り
組
ん
だ
。

　

会
員
署
名
「
医
療
制
度
改
悪
と
消

費
税
増
税
計
画
を
直
ち
に
中
止
し
、

安
心
で
き
る
医
療
制
度
の
構
築
を
求

め
る
要
請
書
」（
計
1
0
5
筆
を
6

月
4
日
の
国
会
行
動
に
て
地
元
選
出

等
国
会
議
員
に
提
出
・
要
請
）

　

抗
議
声
明
の
発
表
（
内
閣
総
理
大

臣
、
厚
労
相
な
ど
に
送
付
）

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
関
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
活
用
を
検
討
。

②
審
査
、
指
導
・
監
査
問
題

　

指
導
相
談
（
3
件
）、
適
時
調
査

相
談
（
1
件
）
を
報
告
。
指
導
関
係

資
料
の
不
開
示
決
定
に
対
す
る
再
審

査
請
求
の
内
容
を
報
告
。

③
総
務
・
財
政

　

第
39
回
定
期
総
会
に
つ
い
て
、
記

念
講
演
及
び
総
会
議
事
の
確
認
。

④
協
会
行
事

　

医
科
歯
科
合
同
研
究
会
の
開
催
を

決
定
。

⑤
そ
の
他

　

Ｎ
Ｏ
安
保
法
制　

市
民
集
会
＆
デ

モ
（
主
催　

広
島
弁
護
士
会
）
な
ど

を
紹
介
。

27
19

　

上
記
の
「
よ
ろ
ず
法
律 

税
務 

労

務
」
相
談
は
随
時
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
ご
相
談
の
希
望
日
時
に
つ

き
ま
し
て
は
各
助
言
者
の
都
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
協
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

日
時
の
調
整
に
つ
い
て
は
協
会
で

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
よ
ろ
ず
法
律 

　
　
　

税
務 

労
務
」

　

ご
利
用
に
つ
い
て

編
集
後
記

協会事務所入居ビルの
名称変更のお知らせ

　協会事務所が入居している
ビル名が7月1日より変更とな
りましたので、お知らせいた
します。なお、住所、連絡先（電
話・ＦＡＸ番号）は変更ありま
せん。

旧ビル名：広島駅前通マークビル
新ビル名：KDX広島ビル

医科歯科合同研究会
顎骨壊死が骨粗鬆症治療に及ぼす影響と国際コンセンサス
ペーパーが果たす役割

別途案内ハガキ
をお送りしてい
ます

2015年8月号
（夏季特集号）への投稿を

募集しています！

2015年8月号
（夏季特集号）への投稿を

募集しています！

2015年8月号
（夏季特集号）への投稿を

募集しています！

2015年8月号
（夏季特集号）への投稿を

募集しています！
　協会広報文化部では、15年8月号に「会員・読者
交流の広場」の夏季特集版を企画します。先生方か
らの投稿をお願いします。ふるってご応募下さい。

募集要項
　テーマは自由。ちょっと一言、俳句、詩などの他、写真
や絵画などもお寄せ下さい。
　原稿の字数は 600 字以内で、写真・絵画は 1 点まで
でお願いします。なお、掲載の可否につきましては、協
会広報文化部会で検討させていただきます（写真・絵
画につきましては新聞完成後、返却いたします）。
〆切は 2015 年 7月 17 日（金）。
お問い合わせは、協会事務局まで。
ＴＥＬ　082－262－5424
ＦＡＸ　082－262－5427

施
設
基
準
等
の
定
例
報
告
を
お
忘
れ
な
く
!!

報
告
用
紙
は
中
国
四
国
厚
生
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

協
会
か
ら
も
用
紙
を
お
送
り
で
き
ま
す
の
で
、ご
相

談
く
だ
さ
い
。

7月1日定例報告


